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はじめに――三つの亀裂――

２０１２年１１月１６日，総書記習近平のデビューは印象的だった。内外メディア約５００

人を前にした挨拶で，習は高らかに中華民族の誇りを謳い上げ，その一方で中

国が解決すべき喫緊の課題である格差と腐敗について率直に語り，その解決を

誓ったのである。その姿をみた多くの人々は，１０年前に同じ場で同じようにデ

ビューを飾った際，「マルクス・レーニン主義」や「毛沢東思想」「『三つの代表』

重要思想」など無味乾燥な言葉を並べた前任の胡錦濤に比べ，この新しいリー

ダーに大きな期待を見出したとしても不思議ではない。

しかし，中国共産党第１８回全国代表大会（第１８回党大会）を前に露呈されてい

たことは，「三つの亀裂」，すなわち（１）党内の亀裂，（２）党と社会の亀裂，

（３）中国と国際社会の亀裂だった。

党内の亀裂は，長期にわたる権力闘争によって党内対立が激しさを増した状

況で，党内が疲弊し，正常な政策執行がマヒする政治的不安定をもたらしてい

た。党と社会の亀裂は，格差問題，汚職問題など急速な市場経済化，高度経済

成長のひずみがますます深刻になり，党に対する民衆の不満が大きくなった状

況で，社会的不安定をもたらしていた（１）。中国と国際社会の亀裂は，欧米との価

値観の違い，貿易摩擦，主導権争いなどが深刻な状況で，外交的不安定をもた

らしていた。

胡政権１０年の前半は高度経済成長期を迎え，国際社会でも発言権を増しアメ

リカと対等に渡り合う中国の絶頂期ともいえた。しかし，後半は経済成長が鈍

化の気配をみせ，中国は下降線をたどり始めた。その絶頂期を過ぎたところで

中央指導者の道を歩み出した習は，とどまりそうにない下降をいかに阻止する

のかというきわめて難しい時期に総書記に就任した。その習が三つの亀裂を修

復するためには，強い政治的リーダーシップを確保するほか道はないだろう。

それでは第１８回党大会の結果は，習に強い政治的リーダーシップをもたらす

のだろうか。本章では，中央政治局を中心にした人事分析と中央委員会報告（報

告）の分析から習のリーダーシップの今後を展望する（２）。
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第１節 第１８回党大会の人事分析
――江沢民人脈の多数抜擢と党中央軍事委員会主席の交代――

第１８回党大会後の第１８期中央委員会第１回全体会議（１中全会）で，総書記に

習が就任し，李克強も中央政治局常務委員会委員（常務委員）に留任することは

既定路線であったことから，その他の常務委員と中央政治局委員（委員），そし

て党中央軍事委員会主席の人事が焦点となった。

これらの人事をめぐり，胡と江沢民のあいだで激しい権力闘争が展開された

ことから，具体的にはそれぞれの人脈を常務委員，委員に何人抜擢できるか，

そして胡が党中央軍事委員会主席に留任するかどうかということが注目された（３）。

なお，ここでいう胡人脈とは，中国共産主義青年団（共青団）中央書記処第一

書記当時（１９８４～１９８５年）の側近を指す（４）。また江人脈とは，上海市長・同市党

委員会書記当時（１９８５～１９８９年）の部下（上海閥）や総書記就任後に江や彼の側近

の曾慶紅によって抜擢された人たちを指す。

１．人事分析

１中全会で選出された中央政治局メンバーは表１のとおりである。以下，細

かくみておく。

（１）常務委員

常務委員には序列順に，習，李克強，張徳江，兪正声，劉雲山，王岐山，張

高麗の７人が選ばれた（５）。１位，２位の習，李克強は順当である。３位以下の５

人は前期１７期委員からの昇格であり，年齢的に今期１８期かぎりで引退するとみ

られる。

７人のうち，李克強と王岐山を除く５人は江人脈といえる。習は江・曾の支

持を受け，上海市党委員会書記を経て，第１７回党大会後，次期総書記の座を得

た。張徳江は曾との関係が深い。兪は太子党（高級幹部の子弟を指す）であり，

習の後の上海市党委員会書記に抜擢された。劉雲山は江人脈の１人である李長

春の担当した宣伝イデオロギー分野を引き継いだ。張高麗は国有石油企業幹部
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第１７期 第１８期（２０１２年１１月～２０１７年秋）

役職 氏名 氏名 年齢 兼務 前歴

総書記 胡錦濤 習近平 ５９ 国家主席・中央軍事委員会主席 浙江省書記→上海市書記

常務委員

（序列順）

胡錦濤 習近平 ５９ 同上 同上

呉邦国 李克強 ５７ 国務院総理 河南省書記→遼寧省書記

温家宝 張徳江 ６５ 全人代常務委員長 浙江省書記→広東省書記

賈慶林 兪正声 ６７ 全国政協主席 湖北省書記→上海市書記

李長春 劉雲山 ６５ 中央書記処書記，中央文明建設指
導委員会主任

中央宣伝部副部長→同部長

習近平 王岐山 ６４ 党中央規律検査委員会書記 海南省書記→北京市長

李克強 張高麗 ６５ 国務院副総理 山東省書記→天津市書記

賀国強

周永康

委員

（ピンイ
ンによ
る画数
順）

王剛 馬凱 ６４ 国務院副総理 国家発展改革委員会主任→国務院
秘書長

王楽泉 王滬寧 ５６ 中央政策研究室主任 中央政策研究室副主任→中央書記
処書記

王兆国 劉延東 ６６ 国務院副総理 中央統一戦線工作副部長→同部長

王岐山 劉奇葆 ５９ 中央書記処書記・中央宣伝部長 広西チワン族自治区書記→四川省
書記

回良玉 許其亮 ６２ 中央軍事委員会副主席 軍副総参謀長→空軍司令員

劉淇 孫春蘭 ６２ 天津市党委員会書記 中華全国総工会党組書記→福建省
書記

劉雲山 孫政才 ４９ 重慶市党委員会書記 農業部長→遼寧省書記

劉延東 李建国 ６４ 全人代常務委員会副委員長・全国
総工会主席

陜西省書記→山東省書記

李源潮 李源潮 ６１ 国家副主席 江蘇省書記→中央組織部長

汪洋 汪洋 ５７ 国務院副総理 重慶市書記→広東省書記

張高麗 張春賢 ５９ 新疆ウイグル自治区党委員会書記 交通部長→湖南省書記

張徳江 笵長龍 ６５ 中央軍事委員会副主席 軍総参謀長助理→済南軍区司令員

兪正声 孟建柱 ６５ 中央政法委員会書記 江西省長→国務委員・公安部長

徐才厚 趙楽際 ５５ 中央書記処書記・中央組織部長 青海省書記→陜西省書記

郭伯雄 胡春華 ４９ 広東省党委員会書記 河北省長→内モンゴル自治区書記

薄煕来 栗戦書 ６１ 中央書記処書記・中央弁公庁主任 黒龍江省長→貴州省書記

郭金龍 ６５ 北京市党委員会書記 安�省書記→北京市長

韓正 ５８ 上海市党委員会書記 上海副市長→同市長

表１ 党中央政治局常務委員・委員一覧

（出所） 筆者作成。
（注） 年齢は２０１２年７月時点，兼務は２０１３年４月末時点。地方書記は党委員会書記のこと。
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２位 ３位

第１４期（１９９２年～） 李鵬 国務院総理 喬石 全人代常務委員長

第１５期（１９９７年～） 李鵬 全人代常務委員長 朱鎔基 国務院総理

第１６期（２００２年～） 呉邦国 全人代常務委員長 温家宝 国務院総理

第１７期（２００７年～） 呉邦国 全人代常務委員長 温家宝 国務院総理

第１８期（２０１２年～） 李克強 国務院総理 張徳江 全人代常務委員長

表２ 共産党内序列２位と３位の変遷と兼務

（出所） 筆者作成。

を歴任しており，曾同様に石油業界を代表している。他方胡人脈は李克強１人

である。李克強は胡同様に共青団中央書記処第一書記を歴任している。王岐山

は太子党であるが，どちらの人脈とも言い切れない（６）。

第１８期の常務委員が前期と異なる点のひとつは，定数が９人から７人に削減

されたことである。決定プロセスの簡素化，合理化，比較的高い親密度を有す

ることなど理由づけも見受けられる（７）。しかし，過半数を制するうえで削減が有

利であると判断する権力闘争過程での戦略とみるのが自然だろう（８）。

もうひとつは，２位の李克強が全国人民代表大会（全人代）常務委員会委員長

（常務委員長）ではなく，国務院総理を兼務することである（表２）（９）。これ

は，１９９７年以前の状況に戻ることになる。法治が重視されるようになり全人代

の地位の向上が叫ばれたことで，全人代常務委員長の地位が高まり，「２位＝全

人代常務委員長」「３位＝国務院総理」の構図が定着したかにみられたが，実際

にはこうした構図があったわけではない。兼務ポストで序列が決まるのではな

く，人で序列が決まることが今回再確認された。李克強は習とともに常務委員

２期目ということで，党内序列は当然２位なのである。その地位の人がたまた

ま国務院総理になったというだけである（１０）。

（２）委員

委員は常務委員７人を除いて，馬凱，王滬寧，劉延東，劉奇葆，許其亮，孫

春蘭，孫政才，李建国，李源潮，汪洋，張春賢，笵長龍，孟建柱，趙楽際，胡

春華，栗戦書，郭金龍，韓正の１８人（ピンインによる画数順）である。

筆者の判断によれば，このうち胡人脈は，劉延東，劉奇葆，李源潮，胡春華

の４人である。胡春華は４０歳代での抜�となる。江人脈は張春賢，孟建柱，韓

第１章 習近平のリーダーシップと政権運営
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正の３人である。このほかの１１人については，どちらか一方の人脈に分類する

ことができない（１１）。このうち孫政才も４０歳代での抜�である（１２）。全体としてバ

ランスが重視されたとみることができる。

党中央軍事委員会主席には，胡が退任し，習が就任した。胡は総書記就任か

ら党中央軍事委員会主席就任までに２年を要している。そのため，胡の留任も

十分予想されたことから，先例を覆す退任は少なからず驚きをもって受けとめ

られた。

２．劣勢を挽回できなかった胡錦濤

以上の分析は，人事が権力闘争の結果であるという視点からのもので，胡が

人事で完敗だったといっても言い過ぎではないだろう。当然，こうした見方に

は異論があるだろう。

たとえば，新たな常務委員５人は年功序列で決まったという見方がある。し

かし，それは結果論に過ぎず，もしそうならば陣容は５年前にすでに決まって

いたことになり，権力闘争の必要はない。

また，江が総書記退任後も２年間党中央軍事委員会主席に留任し，その間党

内には胡と江との二重権力が存在したことで，胡は自らスムーズな政権運営を

できなかったことから，習のために当初から総書記退任と同時に党中央軍事委

員会主席も退くつもりだった。そして総書記と党中央軍事委員会主席を同時に

委譲するという制度化の意図があったという見方がある。

しかし，胡が党中央軍事委員会主席留任を目論んでいたと推測するに足る状

況があった。２０１１年２月の劉志軍鉄道部長解任，２０１２年３月の薄煕来失脚などの

事件は，２００２年の第１６回党大会での総書記就任以来，江との権力闘争で常に劣

勢にあった胡が挽回を図ろうとしたことと大きく関連している。また，江が党

中央軍事委員会主席留任に向けた動きと同じ様に，胡も２０１１年１月から「全軍

が国防と軍隊建設の科学的発展を推進することを主題とし，戦闘力の生成モデ

ル転換の加速を主線とすること」という党中央軍事委員会主席としての実績を

テーゼ化する動きをみせていた（１３）。また第１８回党大会直前の１０月２５日に党中央

軍事委員会弁公庁主任の王冠中が副総参謀長に異動したことが明らかになり（１４），

後任に胡国家主席弁公室主任の陳世炬が就任したという憶測記事が流れたこと
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も留任の布石とみられた（１５）。後に１０月２０日に曹育民が就任していたことが確認

されたが，少なくともその時期に胡の留任をめぐり駆け引きが繰り広げられて

いたことを強く推測させる。

しかし，劣勢を挽回しようという胡の目論見は失敗に終わり，胡の党内での

影響力は党大会を前にさらに低下した。その結果，常務委員に李源潮，委員に

（中央弁公庁主任を歴任した）令計劃（１６）という側近を抜�することはできなかっ

た。そして胡自らも党中央軍事委員会主席に留任することができなかった。

こうした結果に対し，江と胡の痛み分け，胡の勝利という見方もある。その

根拠は，胡があえて常務委員のほとんどを江人脈に譲り，委員に４人の胡人脈

を配置することで，５年後に彼らを次期第１９期常務委員に昇格させ，多数派を

形成しようとする戦略に転換したというものである。仮に胡がこうした戦略転

換を行ったのだとしても，その実現は容易ではない。これについては後述する。

他方，人事での胡の完敗は習の勝利を意味するわけではない。なぜならば，

習の人脈が抜�されていないからで，習の意向はほとんど考慮されず，江と曾

を中心に人事が決まった感がある。習からすれば，江と曾の支持により５年前

に総書記候補のポストを手に入れることができたことから，彼らに従わざるを

得なかったと推測される。

３．党内の一体化

こうした権力闘争は，とりわけ薄煕来失脚事件にみられるように，第１８回党

大会が近づくにつれ激しさを増し，党内の亀裂を深いものにした。その結果で

ある人事に対し，習は１１月１５日の１中全会で，「党と人民の事業を受け継ぎ，将

来の発展に道を開くため，胡錦濤同志および呉邦国，温家宝，賈慶林，李長春，

賀国強，周永康同志は先頭に立って党中央の指導ポストから退き，崇高な品格

と高尚な気風を示した。われわれはこれに崇高な敬意を表します」と述べた（『人

民日報』２０１２年１１月１６日付）。

また同月１６日の党中央軍事委員会拡大会議でも習は「胡主席は党，国家，軍

隊事業の発展の全局から考慮して，自発的に総書記，党中央軍事委主席の職務

を再任しないことを提出した。第１８回党大会と第１８期１中全会は胡主席の希望

を尊重し彼の要請に同意した。胡主席のこの重大な決定は，彼の党，国家，軍

第１章 習近平のリーダーシップと政権運営
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事事業の発展の全局に対する深い思考を十分示し，彼のマルクス主義政治家，

戦略家としての遠大な見識，広い心と高潔な人格，高尚な品格と硬い気風を十

分示した」と述べた（『人民日報』２０１２年１１月１８日付）。

このように総書記と党中央軍事委員会主席を退任した胡に対し，習は繰り返

し深い感謝の意を述べた。とりわけ習は胡の党中央軍事委主席退任を「自発的

に」ポストを譲ったという美談に仕立て，胡からの権力委譲を平和的なものに

演出した。それは党内の亀裂を覆い隠し，一体化を装うためであった。

第２節 第１８回党大会報告の分析

習は２００７年の第１７回党大会（１７）で次期総書記の切符を手にしてからの５年間，

政権構想について多くを語ってはいない（１８）。その意味で今後の政権運営につい

ては未知数である。それにもかかわらず，人々の就任直後からの習への期待は

前任の胡が期待外れだったことの裏返しの部分が大きい。習はどのような政権

運営をめざそうとしているのだろうか。

第１８回党大会における報告を読み上げたのは胡だったが，実際には習政権の

所信表明の意味合いをもつ。以下，報告の分析を手掛かりに，習の政権運営を

探るヒントを見出すことにする（１９）。

１．胡錦濤政権１０年への分かれる評価

報告は胡政権が残した問題点として，次の６項目を挙げた。

（１）発展におけるアンバランスや調和の欠如，持続不可能の問題が依然とし

て際だっており，科学技術革新の能力が強くなく，産業構造が不合理であ

り，資源・環境面の制約がいっそう厳しくなり，科学的発展を束縛してい

る体制・仕組み上の障害がかなり多く，改革・開放を深め，経済発展方式

を転換する任務はきわめて重いこと。

（２）都市と農村，地域間の発展の格差と人々の所得配分面の格差。

（３）社会的矛盾が明らかに増え，教育や雇用，社会保障，医療衛生，住宅，

生態環境，食料品・医薬品の安全，労働安全，社会治安，法律執行・司法
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など大衆の切実な利益にかかわる問題はかなり多く，一部の人々の生活は

比較的困窮していること。

（４）一部の分野で，モラルの規範から外れ，信義誠実にもとるケースもみら

れること。

（５）一部の幹部のあいだで，科学的発展を指導する能力が高くなく，末端に

おける一部の党組織は軟弱でまとまりに欠けており，少数の党員幹部は理

想が揺らいだり，党の宗旨に関する意識が薄れたりして，形式主義・官僚

主義が目立ち，贅沢三昧や浪費の現象が深刻化していること。

（６）一部の分野で，消極・腐敗現象が発生しやすく，多発しており，反腐敗

闘争の情勢は依然としてかなり厳しいこと。

この６項目のほとんどが，格差と汚職に関連している点が特徴である。党と

社会の亀裂の深刻な状況を反映した問題提起といえる。

他方，新華社や『人民日報』など官製報道は，第１８回党大会前に胡政権の１０

年の成果を「輝かしいもの」として連日大絶賛する特集を並べた（２０）。そのうえ

で，この六つの問題点の提起をどう評価すべきだろうか。これは胡政権が最善

を尽くしてもなお解決できなかった問題点といえるのだろうか。

胡政権１０年への手厳しい批判も少なくなかった。たとえば，市場経済推進を

積極的に唱える著名なエコノミストである呉敬�によるものである。呉敬�は

ある講演会で「２００２年の胡錦濤政権発足後も『社会主義市場経済体制改革の完

備に関する若干の問題の決定』（２００３年の中国共産党第１６期３中全会で採択：筆者注）

で多くの改革措置が提起されたが，『決定』にあった進めるべき改革のほとんど

が何もなされていない」と厳しく批判した（２１）。胡政権はこの１０年で何もやらな

かったという評価なのである。

２．強調された「中国の特色ある社会主義」

報告では，これら問題点をふまえて習政権が取り組むべき課題が提起される

のだが，その前段に「中国の特色ある社会主義」についてひとつの節が設けら

れたことは注目に値する。

「中国の特色ある社会主義」は，�小平が１９８０年代に提起したもので，第１６回

と第１７回の党大会報告でも取り上げられており，決して新しい言葉ではない。

第１章 習近平のリーダーシップと政権運営
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第１７回党大会報告では，（１）「中国の特色ある社会主義の道」（２２），（２）「中国の特

色ある社会主義の理論体系」にまとめられた。これに第１８回党大会報告では，

（３）「中国の特色ある社会主義の制度」が加えられ，「三位一体」が強調された。

これは社会主義に代わる「イデオロギー」としての完成度をさらに高めたこと

を意味する。

ここで「中国の特色ある社会主義」の内容について深入りすることは意味が

ない。社会主義が高い理念を掲げたのに対し，「中国の特色ある社会主義」は実

績を掲げたものに過ぎない。１９４９年１０月以降の最高指導者による一様ではない

政権運営を，すべて「正しかった」と賞賛し続けることで，その時々の政権は

一党支配を正当化し維持してきたのである。

その「イデオロギー」である「中国の特色ある社会主義」を報告が１節を設

けて取り上げたことには，重要な意図があると考えるべきであろう。ひとつに

は習も実績を掲げることで一党支配を正当化するやり方を踏襲すること，すな

わち歴史主義の継承を宣言したといえる。もうひとつは，共産党と社会の亀裂

を統制によって修復する意思を示したことである。そしてもっとも重要なこと

は，党内の亀裂に対して「中国の特色ある社会主義」のもとでの思想統一を図

り，一体化を装うためである。

３．党と社会の一体感

つぎに報告が掲げた習政権の取り組むべき課題や目標をみておこう。

「中国の特色ある社会主義」の新たな勝利を獲得するために堅持すべき「基本

的な要求」として，以下の８項目を挙げた。（１）人民の主体的地位，（２）社会

的生産力の解放と発展，（３）改革・開放の推進，（４）社会の公平・正義の擁護，

（５）共同富裕の道を歩むこと，（６）社会の調和の促進，（７）平和発展，（８）党の

指導。この８項目のうち半分に当たる４項目＜（１），（４）～（６）＞は，人民を重視

するという点で，ほとんど同じ内容の繰り返しになっている。このことも，共

産党がいかに社会との亀裂を深刻に受けとめているかを示している。

続いて報告は，「小康社会」すなわち「いくらかゆとりのある社会」（２３）を全面

的に構築完成させるための目標として以下の５項目を挙げた。（１）経済が持続

的で健全に発展していくこと，（２）人民民主が絶えず拡大すること，（３）文化
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のソフトパワーが著しく強まること，（４）人民の生活レベルが全面的に向上す

ること，（５）資源節約型社会，環境にやさしい社会の構築が大きな進展を遂げ

ること。これらは胡政権が掲げた「科学的発展観」の内容とほぼ一致している。

このうち，（１）には「２０２０年までに GDP と都市・農村住民１人当たりの所得・

収入を２０１０年の２倍増にする」との目標値が掲げられた。第１７回党大会報告で

は，２０２０年までに１人当たり GDP を２０００年の４倍増にするとの目標が掲げられ

たが，今回 GDP だけでなく，民衆により身近な住民１人当たりの所得・収入を

目標に掲げたことは，さらに社会との一体化を図ろうという意図がある。

政治体制改革も基本的に胡政権が提唱したことが継承されている。しかしそ

のなかで，「協商民主」という言葉が初めてお目見えした。これは「国家政権機

関や政治協商会議（政協）組織，党派・団体などのチャネルを通じて，経済社会

発展の重大問題や大衆の切実な利益にかかわる現実的な問題について，幅広く

話し合い（協商），人民の意見を広く聴取し，人民の英知を広く取り入れ，共通

認識を深め，合力を増強させる」ことと説明されている。民衆が参加する話し

合いにより問題解決，政策選択をしようという政治参加を促す制度である。

党建設では「党内の選挙制度を完全なものにして，差額方式による候補者指

名・選挙を規範化し，選挙者の意思を十分に反映する手続きと環境を作り出す」

として，選挙の「差額方式」（定数以上の複数候補者から選出する方式）を初めて明

記した。

ある程度社会的寛容さ，政治的な一体感を増大しなければ，民衆の支持を得

られないという認識によるものである。

第３節 全人代の分析
――習近平の三権掌握と李克強の国務院総理就任――

１．人事分析

２０１３年３月５～１７日に開かれた第１２期全国人民代表大会第１回会議（全人代第

１回会議）で決まった人事は表３のとおりである。以下，分析する。

第１章 習近平のリーダーシップと政権運営
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（１）国家主席・副主席

国家元首に当たる国家主席については，胡が退任し，習が就任した。これに

より，習は総書記，党中央軍事委主席を含め，党，軍，国家の三権を掌握した。

別の言い方をすれば，胡は完全引退したのである。

そして，李源潮が国家副主席に就任した。第１５回党大会の翌年１９９８年以降，

国家副主席は胡，曾，習と常務委員が兼務したことから，常務委員以外からの

抜�は１９９８年以前の栄毅仁以来である。その意味については後述する。

（２）国務院総理・副総理

国務院総理には順当に李克強が選出された。

副総理には，張高麗（常務＝筆頭），劉延東，汪洋，馬凱の４人が選出された。

それぞれの担当分野は明らかにされていない（２４）。

副総理格の国務委員には，楊晶，常万全，楊潔�，郭声�，王勇の５人が選

出された。前４者は，前２期（２００３年～，２００８年～）同様に現職の国務院秘書長，

国防部長，公安部長の３人と，外交部長または同副部長の経験者が抜�された。

注目は国務院国有資産監督管理委員会主任を歴任した王勇が抜擢されたことで

ある。この意図についても後述する。

総理 李克強
副総理 張高麗 劉延東 汪洋 馬凱
国務委員 楊晶 常万全 楊潔� 郭声� 王勇
秘書長 楊晶

外交部長 王毅 人力資源・社会保障部長 尹蔚民
国防部長 常万全 国土資源部長 姜大明
国家発展改革委員会主任 徐紹史 環境保護部長 周生賢
教育部長 袁貴仁 住宅・都市農村建設部長 姜偉新
科学技術部長 万鋼 交通運輸部長 楊傳堂
工業・情報化部長 苗� 水利部長 陳雷
国家民族事務委員会主任 王正偉 農業部長 韓長賦
公安部長 郭声� 商務部長 高虎城
国家安全部長 耿恵昌 文化部長 蔡武
監察部長 黄樹賢 国家衛生・計画生育委員会主任 李斌
民政部長 李立国 中国人民銀行総裁 周小川
司法部長 呉愛英 審計署長 劉家義
財政部長 楼継偉

表３ 国務院指導者一覧表

（出所） 筆者作成。
（注）２０１３年４月末時点。
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（３）国務院部・委員会トップ

２５の部・委員会のトップのうち，交代したのは第１８回党大会前後に就任した

楊傳堂と郭声�を含め９人である。このうち，前任者の異動によるものが４人，

定年年齢である６５歳に達したものが５人（６４歳での退任もこれに含む）である。ま

た留任は１６人である。このうち１４人は６３歳以下で定年年齢に達していない。し

かし，姜偉新住宅・都市農村建設部長と周小川中国人民銀行（人民銀行）総裁は

それぞれ６４歳，６５歳であり，第１８回党大会で中央委員に選出されていなかった

ことから，退任予定だったことが推測される。そのため，留任は異常事態とい

わざるを得ない。その背景については後述する。

外交部長の人選をめぐっては，張志軍外交部副部長を推す「胡＝戴秉国」ラ

インとそれに反対する勢力との対立があったとみられる。張志軍は中央対外連

絡部（中連部）一筋で，戴が中連部長の時に同部副部長を務めた。戴が国務委員

就任後に，張志軍が外交部副部長に抜�されたことは，戴が楊潔�の後任とし

て外交部長への抜�を想定してのことと推測される。しかし，胡に対抗する江

や習，そして中連部に対抗する外交部の利害が一致し，張志軍の対抗馬として

王毅を推したものと思われる。それは王毅が日本通であることから，習政権が

悪化している日本との関係改善，強化のために抜擢したという適材適所では決

してない。あくまでも権力闘争の産物に過ぎない（２５）。

人民銀行総裁は，周小川の後任が決まらず，苦肉の策として人選を先送りし

たのではないかと思われる。まず，人民銀行総裁は国務院の部・委員会のなか

で特別重要なポストというわけではない。そのため，６５歳定年制定着の流れの

なかでは，６５歳の周小川は当然退任しなければならなかった。それが留任となっ

たことは異常事態である（２６）。国際金融危機のさなか，中国の国際金融界での影

響力を考慮し，国際的に評価の高い周小川を留任させたという憶測もある。し

かし，金融界には郭樹清や易鋼，尚福林など周小川に代わる人材は少なくない。

しかも彼らも国際的に評価が高い。そのため，適材適所の観点から留任を説明

することには説得力がない。むしろ，改革に積極的な郭樹清の抜�に反対する

勢力の存在や，胡・李克強と江・習の対立が反映され，後任の調整がつかず，

人選先送りの緊急措置となったのではないかと推測される。そのため，周小川

の任期は決して長くはなく，早晩交代となるだろう。

第１章 習近平のリーダーシップと政権運営
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（４）胡錦濤の影響力の低下

胡の側近が全人代第１回会議で新たなポストに就いた。完全引退となる胡か

らみれば中央での影響力を残すための措置である。しかし李源潮の国家副主席，

令計劃の中国人民政治協商会議全国委員会（全国政協）副主席，そして周強の最

高人民法院院長はすべて政治的な要職とはいえない。意味があるのは胡春華ぐ

らいである。しかし広東省党委書記もリスクが大きい。こうした布陣は胡の今

後の影響力を保証するものではない。

たとえば，李源潮の国家副主席就任は，委員の国家副主席就任という点で異

例であることは先述のとおりである。国家副主席を歴任した胡，曾，習が政治

的影響力を有したのは，国家副主席だったからではなく，常務委員だったから

である。総書記である国家主席が絶対的権力を有している以上，委員が兼務す

る国家副主席には大きな権力がともなわないことは明白である。これが李源潮

の国家副主席を名誉職とする根拠である。

周強の最高人民法院院長への抜�も同様である。確かに周強は大学，大学院

で法律を専攻し，共青団中央入りする前に司法部に従事し，同部法制司長まで

歴任した。そのため，法院院長への抜�は適材適所にみえる。しかし，法院院

長就任は，周強にとって，権力闘争での敗北の結果であり，閑職に追いやられ

たに過ぎない。なぜならば，司法は共産党の指導のもとにあり，周強自身が党

内では中央委員に過ぎない。法院院長は何の権力も有さないことは，これまで

の法院院長をみれば容易に想像がつく。しかも後述のように，習に司法の独立

に向けた政治改革を積極的に推進する意思はない。胡は周強についても中央政

治局委員に抜�して，直轄市の党委書記や副総理といった要職に兼務させたかっ

たはずである。実際に薄煕来のあとの重慶市党委書記就任の憶測すらあった。

しかし，胡が権力闘争に敗れたことから，周強の行き場所はなくなってしまっ

た。その結果が，法院院長だったとみるのが自然ではないだろうか。法院院長

としての５年間で，次のステップへの実績作りは難しい。

興味深いのはその選出に対する得票数である（表４）。注目は非賛成票（反対

票＋棄権票）数である。李克強は普通であるが，李源潮と令計劃は多く，周強も

決して少なくない。このことは，胡の影響力を残すための措置への批判ともい

える。李克強に対しては，序列２位で順当な就任なので全人代代表に「常識」

が働いて，非賛成票を投じることを自制させたかもしれない。
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２．政策への示唆

国務院人事からは，習政権の政策の方向性も垣間みることができる。

（１）少ない経済通

馬凱以外に，マクロ経済，金融財政に精通した人がいないため，経済運営は

すべてが総理の李克強に委ねられる。そのため，実質的には国家発展改革委員

会（発改委）に依存せざるを得なくなり，発改委の影響力がさらに強まる。

しかし，人民銀行総裁人事が難航したことで，逆に人民銀行の政治的な地位

を高めたことは確かである。このことで，マクロ経済運営をめぐる発改委と人

民銀行の対立は今後ますますエスカレートするのではないかと思われる（２７）。

（２）王勇の国務委員抜�と国有企業の発展

国務委員への王勇の抜�については，国務院国有資産監督管理委員会（国資委）

主任経験者である点が注目される。

現在の中国の経済発展を牽引する石油・天然ガス開発や電力供給，非鉄金属，

金融部門などの業種で大きなシェアを占めているのが国有企業である。その国

有企業の発展を支援し，国有資産の価値を高めてきたのが国資委である。その

トップを国務委員に抜�したことは，習政権が国有企業に安定した経済発展を

託そうとしていることを示唆している（２８）。

これらの前提となるのは，習政権が，戦略的重要産業における国有企業を評

価する「国有企業善玉論」の立場であり，経済発展のために国有企業を重視す

るという現実的な判断をしているということである。これは習政権の経済政策

投票対象役職 賛成 非賛成 反対 棄権

李克強 国務院総理 ２，９４０ ９ ３ ６

李源潮 国家副主席 ２，８３９ １１７ ８０ ３７

令計劃 全国政協副主席 ２，０７９ １１２ ９０ ２２

周強 最高人民法院院長 ２，９０８ ４９ ２６ ２３

表４ 胡錦濤の側近の獲得票数

（出所） 各種報道より筆者作成。
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のスタンスを示すものといえる。

（３）国家発展改革委員会，国土資源部と国有企業の発展，都市化推進

発改委主任に，国土資源部長の徐紹史が抜�されたことも，この流れから説

明可能である。マクロコントロールの主導権を握ることで存在価値を高めてい

る発改委が資源，エネルギー分野での影響力を高め，国有企業の発展でも主導

権を握ることになるだろう。

徐紹史の発改委主任への抜�は，都市化推進の観点からも説明できる。第１８

回党大会後，李克強が何度も強調してきたことは，都市化推進である。国土資

源部は土地利用も主管しているため，その経験を生かし，都市化推進のために

格上の発改委主任に抜�したという見方も可能である。

これに関連して，国土資源部長に姜大明を抜�したことも注目される。李克

強が共青団中央第一書記当時（１９９３～１９９８年）の直属の部下である姜大明に，李

克強の成否を問われる国有企業の発展や都市化推進の実行を任せたという見方

もできる。後述する利権争いにせよ，この政策本位にせよ，李克強が国土資源

部を舞台とする「ゲーム」に参加表明したということができるだろう。

（４）既得権益層の保護

徐紹史の発改委主任への抜�には別の意図を見出すことも可能である。

徐は大学，大学院で地質学を専攻し，卒業後地質鉱産部に配属され，１９８０年

代には温と上司＝部下関係にあった。その後，温が副総理に就任すると徐も国

務院副秘書長に抜�され，２人の関係は続いた。そのため，徐の抜�に温が無

関係ではないだろう。徐の国土資源部長への抜�は適材適所であるものの，温

の妻が宝石商を営んでいることからファミリー利権の温存のためだったという

側面も否定できない（２９）。発改委主任という多くの重要な権限を有するポストへ

の徐の抜�は，彼が必ずしもマクロ経済に精通しているわけではないため，温

のファミリー利権保護のためではないかという説明には説得力がある。そして，

徐の発改委主任への抜�は，温という個別の利権保護のためだったとしても，

習近平政権が既得権益層保護の姿勢を示しているとも受け取ることができる。
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第４節 習近平のリーダーシップ

本章の冒頭で述べたように，習には強いリーダーシップが求められている。

本節では，次期党大会までの習がリーダーシップを確保し，発揮できる可能性

を見通すこととしたい。

１．習近平と胡錦濤の共通点

胡は，共青団のトップを経て，建国以前の革命期や文化大革命期のような政

治闘争の過酷さも知らず，�小平の「鶴の一声」で次期総書記候補として常務

委員入りし，総書記の座を手にした。その意味で，「エリート中のエリート」だっ

たのである。

他方，習には，文化大革命により下放された陜西省農村から政治家人生をス

タートさせた苦労人という胡とは対称的なサクセスストーリーが描かれている（３０）。

しかし，太子党であるがゆえに，下放先でも農村幹部に抜�され，その後も福

建省，浙江省，上海市の指導者を歴任する出世コースを歩み，５年前に次期総

書記候補として常務委員入りした。習も「エリート中のエリート」である。

胡も習も共産党の一党支配の「枠」という既存の政治体制のなかで総書記の

座に就いたという点は共通である。最高指導者が「枠」を壊すような行動をと

るはずがないと考える理由はこの点にある。

２．習近平の有利

しかし，習が胡や江に比べ，リーダーシップを発揮するうえで有利な条件を

手にして，政権をスタートさせることができたことも事実である。

第１に，習は，５年前に民主推薦（３１）という手続きを経て総書記の座を射止め

ており，�の「鶴の一声」で総書記に就いた江や胡とは異なる正当性を有して

いる（３２）。

第２に，政権発足とほぼ同時に党，軍，国家の三つの権力ポストを手にする

ことができた。とりわけ総書記と党中央軍事委主席のポストを同時に手にする
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ことは想定外だったと思われる。党大会からの約半年間，胡とのあいだで二重

権力が続いたが，全人代第１回会議で権力を独占した習は本格的に政権運営を

スタートさせることができる。

第３に，江人脈は常務委員４人が第１７期かぎりで引退確実であり，その構成

メンバーのコマが尽きた感がある。また胡は完全引退し，しかも常務委員に胡

人脈が李克強１人しかいない。そして胡には中央政治局内に「江にとっての曾」

のような人事を任せることができる部下がいない。２００２年に総書記を退任した

江は，その後も２年間にわたり党中央軍事委員会主席に留任することで政治的

影響力を保持したが，胡が次期党大会に向けてかつての江のような政治的影響

力を発揮することは難しいと思われる。

３．「中国の夢」と「脱胡錦濤」の加速

第１８回党大会以降，習が「脱胡錦濤」を加速させていることには注目しなけ

ればならない。

第１８回党大会後の１１月１６日に開かれた中央政治局会議で行ったと思われる重

要講話のなかで習は，「科学的発展観」に４回しか言及しなかったのに対し，「中

国の特色ある社会主義」には１４回も言及した（『人民日報』２０１２年１１月２０日付）。

また，先述のとおり，胡の総書記と党中央軍事委委員会主席の退任に対し，

習が敬意を表したが，それは胡に今後政治にかかわらないよう求める告別の辞

にもとらえることができるほど過剰なものだった。

さらに，１２月４日の中央政治局会議で工作作風，民衆との密接な連係の改善

に関する８項目の関連規定を提起したことは，作風の改善それ自体に第一の目

的があるのではなく，党の一体化を求める象徴的な意義を有している。

そして，「中国の夢」である。習が最初に「中国の夢」という言葉に言及した

のは，第１８回党大会直後の２０１２年１１月２９日に常務委員全員で「復興之路」展示を

参観したときだった。このとき，習は次のように述べた。「私は考えている。中

華民族の偉大な復興の実現が中華民族の近代以来のもっとも偉大な夢であると」

「私は固く信じている。中国共産党創立１００周年までに小康社会の全面的構築達

成という目標を必ずや実現することができ，新中国成立１００周年までに富強，民

主，文明，調和の社会主義近代化国家を構築達成するという目標を必ずや実現
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することができ，中華民族の偉大な復興という夢を必ずや実現することができ

ると」（『人民日報』２０１２年１１月３０日付）。

また，全人代第１回会議期間中にも，中国国内メディアは「中国の夢」を前

面に掲げ，習自身も閉幕式での重要講話のなかで「中国の夢の実現には，国家

富強，民族振興，人民幸福を実現しなければならない」と述べた。

「中華民族の復興」をめざすことは，かつて江がナショナリズムを掲げ，人々

に対する共産党の求心力を高めようとしたことと何ら変わらない。しかし，「中

国の夢」という抽象的な言葉をスローガンとして掲げることは，むしろ胡が「科

学的発展観」を掲げたことと相通ずるところがある。つまり「科学的発展観」

には「脱江沢民」の意図が含まれており，同様に「中国の夢」には「脱胡錦濤」

の意図が含まれていると考えることができるのである。

「中国の夢」には「共産主義の実現」のようなイデオロギー的要素もなければ，

「科学的発展観」のような政策的要素もない。一党支配体制を守るために中国

共産党の求心力を高める政治スローガンに過ぎない。

全人代第１回会議で政治権力の独占に成功した習が「中国の夢」を強調した

のは，「中国の夢」によって思想を統一する，すなわち党や政府の幹部に習への

忠誠を誓わせることであり，それに抵抗する反対派を明確にすることが目的と

いえる（３３）。

習は早くも「脱胡錦濤」を掲げ，権力固めに着手したということがいえるだ

ろう。しかし，その動きが速すぎ，しかも急すぎることは，権力基盤の脆弱さ

の裏返しで，習の焦りのようにも思える。

第５節 課題への対応と展望

１．習近平政権への期待

『人民日報』の微博（中国版ミニブログ）は，習が「中国の夢」を提起してから

二度にわたり「中国の夢」についてのアンケートを行っている。一度目は２０１２

年１２月末にネットユーザーに対し行ったもので，その結果は表５のとおりであ

る。二度目は全人代第１回会議直前に全人代代表と全国政協委員を対象に行っ
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た。その結果は表６のとおりである。これら結果は，多くの人が習政権に期待

していることは，「中華民族の復興」よりも，むしろ具体的な課題への対応であ

ることを示している。

胡政権の改革の成果が低調だったことから，国務院総理に就任し，経済運営

の責任者となった李克強の２０１３年３月１７日の記者会見に注目が集まった。李克

強は経済成長７％達成を目標に掲げ，内需を拡大し，経済格差を縮小するため

に民生（社会保障，教育など）を改善し，農村の都市化を進めることなどを表明

した。これらのほとんどは，第１８回党大会報告ですでに指摘された胡政権が解

決できなかった課題であると同時に，人々の期待が反映されたものであった。

１位 富強，民族復興 ３１％

２位 環境保護，食品安全 １３％

３位 科学技術，文化芸術 １０％

４位 医療衛生，社会保障 ８％

５位 社会経済発展 ７％

６位 三農問題 ６％

法制建設 ６％

収入分配，社会公平 ６％

問１「『中国の夢』をいかに理解しているか」（回答数 １，１８６人）
�自己実現 ５０．９％，�社会調和 ４５．３％，�美しい中国 ３９．８％，�政治民主 ３６．９％，
�民族復興 ３３．２％

問２「『中国の夢』が実現したという判断条件は何か」（同 １，１２７人）
�政治的クリーンさ ７２．３％，�社会的公正 ６９．３％，�黙々と実行し国を興す ５６．３％，
�改革・開放 ２７．１％，�共通認識の凝聚 １５．４％

問３「国家の夢と個人の夢の関係のうち，どちらを重視するか」（同 ９３４人）
�両方 ４９．７％，�個人 ４６．３％，�国家 ４．１％

問４「『中国の夢』実現の阻害要因は」（同 １，０２６人）
�汚職腐敗 ７５％，�社会的不公正 ５７．２％，�形式主義 ５６．７％，�改革惰性 ２９％，
�価値の欠如 ３９％

表５ 「中国の夢」に関するアンケート

（出所）『人民日報』２０１２年１２月２７日付けより筆者作成。
（注） 人民網の微博が実施。

表６ 「中国の夢」に対するイメージ

（出所）『人民日報』２０１３年３月８日付けより筆者作成。
（注） 人民網の微博が，全人代代表と全国政協委員１０８人に行ったアン

ケート。
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２．既得権益層への対応

それら課題には，対応の行きづまりというよりも，むしろ胡政権のやり残し

た余地の大きいものが少なくない（３４）。政策の策定過程，実施過程で，地方政府

や軍，国有企業，主力産業界などの既得権益層の抵抗を排除することができな

かったことが原因のひとつである。

しかし，習政権に変わったからといって，既得権益層が消滅するわけではな

い。むしろ胡に比べ，習は既得権益層との結びつきが強いとみられる。習は，

前回の第１７回党大会において江人脈や軍，曾がまとめた太子党らの支持を受け

て，次期総書記候補に選ばれた。その支持層は，地方政府や国有企業，主力産

業界などを代表している（３５）。彼らにとって誰が自分の既得権益を守ってくれる

かがもっとも重要であり，第１７回党大会ではそれが李克強よりも習であると判

断した。しかし，それは相対的なものでしかないため，既得権益を守ってくれ

なければ，すぐに離れていく。しかも，この支持層は必ずしも一枚岩ではなく，

それぞれの利益は異なり，複雑である。習の権力基盤は実に脆弱である。それ

ゆえに，習はいち早く権力固めに着手したといえるのである。

しかし，最高指導者の座に就いて間もない習は，権力基盤安定のために，当

面のあいだはこれらの支持層に対し利益を還元していかなければならない。ま

さに「利益誘導型政治」が展開されるわけである（３６）。

３．「修正」と「破壊」の対応

習政権が解決すべき課題への対応は大きく二つに分類できる。

ひとつは，一党支配の「枠」に付け足す，「修正」対応である。先述の胡政権

のやり残しが大きい「余地」の部分は，既得権益層の核心的な利権構造にメス

を入れなくても埋まるものである。習がリーダーシップを発揮することでその

「余地」を埋めることは可能で，胡に比べれば人々の支持を高め，次期党大会

までの短期的な政権の安定を手にすることは容易であろう。

もうひとつは，一党支配の「枠」を壊す，「破壊」的対応である。それは，既

得権益の核心的な利権構造にメスを入れるものであり，その代表的な対応は政

治改革になる。
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政治改革については，先に協商民主と差額選挙に言及した。しかし，協商民

主は，そもそも西側の選挙による政策選択である選挙民主のアンチテーゼとし

て提起されたものであり（３７），しかも「国の政権機関や政治協商組織，党派，団

体などのチャネル」といった既存のチャネルに限定されている。また党内選挙

での差額選挙方式も，政策を選ぶのではなく，人を選ぶ選挙に過ぎない。

忘れてはならないことは，第１８回党大会報告が，「党の指導を堅持し」「西側

の政治制度のモデルをそのまま引き写しにしない」ということにも言及してい

る点であり，政治改革において越えてはならない「ライン」を示している。そ

れは，協商民主にせよ，差額選挙にせよ，一党支配の「枠」内での政治的寛容

性の範囲内にあるということである。これが習政権の政治改革に対するスタン

スである。

中国が一党支配体制という世界でも特異な政治体制であることから，政治改

革には常に注目が集まる。しかし実際に中国国内で一党支配の「枠」を壊すよ

うな政治改革を求める声は決して大きくはない。

おわりに

最後に，次期党大会が開かれる２０１７年までの短期的な見通しについて述べて

おこう。習が早い段階で三権を掌握したことで，江と胡の政治的影響力は小さ

くならざるを得ない。その結果，習を軸とした党内権力構造の再編は避けられ

ない。次期党大会では，次期総書記候補を決定するだけでなく，現職５人が引

退する常務委員も大きく入れ替わることから，新たな権力闘争が今後年を追う

ごとに激しくなるだろう。

そのなかで，習は福建省や浙江省，上海市などの要職在任当時の人脈を登用

することで，既得権益層に頼らない自前の権力基盤の確立に尽力していくこと

になる。また残された胡人脈と江人脈もさらなる昇進のためには，習の意向を

無視することはできない。胡人脈の委員の多くが次期党大会で常務委員に昇格

できると考えるのは楽観的すぎる。それは次期総書記候補として注目される若

い胡春華も孫政才も同じである。他方，当然胡に頼らない共青団出身者や江に

頼らない太子党，地方指導者らが複雑に絡み合い，習に対抗するグループを形
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成することも必至である。しかし，その構図は予想がつかない。党内権力構造

は玉石混淆の混乱期を迎える可能性もある。

習政権の当面の安定にとって，既得権益層への対応が鍵となってくる。既得

権益層を守ることは格差拡大や腐敗を助長する原因となる場合が少なくない。

支持基盤である既得権益層を優先するか，それとも党と社会の亀裂の修復のた

めに民衆を優先するのか。習は選択を迫られることになる。当面は安定重視が

大前提であり，バランスをとらざるを得ない。

そのバランスをとるうえで，一党支配の「枠」を「修正」するだけの余地が

まだ大きいことは習にとって幸いである。胡がやり残した課題に，習がリーダー

シップを発揮し取り組み，民衆の支持を高め，党と社会の亀裂を修復すること

で，短期的には，習政権が安定することは可能ではないだろうか。

そして「修正」を進め，支持を得て，権力基盤を強化しながら，他方で「枠」

を「破壊」する必要のある課題について，どう対応するかを考えればいい。習

は，胡政権１０年の失政のおかげで，「猶予」期間を手にしたといえるかもしれな

い。

【注】
�１ たとえば「ここ数年は毎年，各種社会矛盾により発生する群体性事件（集団抗議行動の

こと： 筆者注）が数万件から十数万件にすら達しており，２０１２年の状況も楽観できない」

といわれる（陸等 ２０１２，１３）。

�２ 筆者は，第１８回党大会について，直後に分析をそれぞれ行っている（佐々木 ２０１２c；

２０１３）。

�３ ２０１０年以降の権力闘争の経緯は，佐々木・丁（２０１１）と佐々木・渡邉（２０１２）の国内政

治の項，佐々木（２０１２b）を参照せよ。

�４ 共青団の地方幹部経験者を胡人脈に含め「共青団派」と一括りにする分類がよくみられ

る。しかし，筆者は「共青団派」と胡人脈を区別する（この区別については，佐々木２００７

を参照せよ）。たとえば，共青団安�省副書記を歴任しただけの汪洋を胡人脈とはみなさ

ず，むしろ温家宝に近いとみる。

�５ 選出方法について，「２０１２年５月に党中央は党員指導幹部会議を開き，中央政治局委員

と常務委員の構成メンバーを新たに指名する予備人選は民主推薦を行った。その結果と組

織的な考察の状況，メンバー構成の要請に基づき，メンバー案は繰り返し根回しを行い，

何度も意見を聴取し，候補者名簿を提出した」との公式な説明がなされている（『人民日

報』２０１２年１１月１６日付）。しかし，民主推薦の具体的な内容は報じていない。

�６ 王岐山は，党の高級幹部だった姚依林の娘婿である。

�７ たとえば，稼�（２０１２，６）。

�８ 過半数を制するうえで削減が有利であると判断するのは通常劣勢にある側であり，この

場合胡と推測される。しかし，胡は４人を抜�することができるだけの影響力を有してい
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なかったといえる。

�９ 李克強が国務院副総理に選ばれるのは２０１３年３月だが，第１８回党大会当時，確実とみら

れていたため，ここでは国務院総理を兼務することを前提に議論を進める。

�１０ 胡体制下で温が「政治体制改革」を提唱したが，呉邦国は一貫して「西側の政治体制は

真似しない」と明言し，党内での温への支持はまったく広がらず，温が党内で孤立してい

たことも，序列を考えればうなずける。胡政権はよく「胡＝温」体制といわれてきたが，

「胡＝呉」体制，または「胡＝呉＝温」体制といわなければならなかったのかもしれない。

�１１ たとえば，王滬寧は江人脈とも，胡人脈ともいえる。

�１２ 孫政才は，農業博士号を有する農業分野の専門家である。北京市副市長期に賈慶林に見

出されたとも，農業分野を担当した温に見出されたともいわれているが，抜�の背景はよ

くわからない。

�１３ 筆者は，『解放軍報』２０１１年１月１日付けの社説で，この主題主線論を初めて目にした。

�１４ 人 民 網２０１２年１０月２５日（http://military.people.com.cn/n/2012/1025/c1011―19385277.

html）。

�１５ 多維新聞網２０１２年１０月２８日（http://china.dwnews.com/news／２０１２―１０―２８／５８９３００８０．

html）。江沢民は留任の際，国家主席弁公庁主任の賈安廷を党中央軍事委員会弁公庁主任

に異動させている。

�１６ 江が総書記に就任した１９８９年６月以降に中央弁公庁主任を歴任した温，曾，王鋼は退任

後，委員以上に昇格している。

�１７ 第１７回党大会の分析については，佐々木（２００８）。

�１８ たとえば，第１２次５カ年長期計画は数少ないひとつだろう（佐々木 ２０１１）。

�１９ 報告は，胡（２０１２）による。

�２０ たとえば，新華社は２０１２年６月３日から「科学発展，光輝成果」の連載を，『人民日報』

は同年８月１日から『十八大特刊』の連載を開始，第１８回党大会直前まで続いた。

�２１ 『第一財経日報』（２０１１年１１月１４日付）。このほか『京華時報』２０１１年１１月１１日付け，『人

民日報』２０１１年１１月２８日付けなどにも呉敬�による批判が掲載された。とりわけ『人民日

報』が掲載したことは留意すべきである。

�２２ 「道」は目標のようなものを指す。具体的には「中国共産党の指導のもと，基本的な国

情に立脚し，経済建設を中心とし，四つの基本原則を堅持し，改革・開放を堅持し，社会

的生産力を解放，発展させ，社会主義市場経済，社会主義民主政治，社会主義先進文化，

社会主義調和社会，社会主義生態文明を構築し，人の全面的発展を促進し，人民全体の共

同富裕をしだいに実現し，富強，民主，文明，調和の社会主義近代化国家を建設すること」

（胡 ２０１２）を指す。

�２３ 「小康社会」，すなわち「いくらかゆとりのある社会」が具体的にどのような状況を指す

のかには言及していない。その時々の政権がそれぞれに異なる目標を掲げている。なお，

第１７回党大会では小康社会の全面的「構築」（原語で「建設」）となっていたのに対し，第

１８回党大会では小康社会の全面的「構築達成」（同「建成」）となっていることには注目し

なければならない。これは，偏りなく全国的に万遍なく小康社会が構築されることを意味

している。

�２４ 『星島日報』２０１３年３月１日付けは，張高麗が発展改革，財税，住宅建設を主管し，汪

洋が工業，交通，金融を，劉延東が科学技術，教育，文化，衛生を，馬凱が農業をそれぞ

れ分担管理すると伝えたが，憶測の域を出ない。全人代第１回会議閉幕後の公式報道から
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は，汪洋が農業，対外貿易を，馬凱が工業，交通をそれぞれ担当していることを確認する

ことができる。

�２５ しかし，このことは日中関係にとって決してマイナスにはならない。

�２６ ６５歳定年を回避するために，全国政協副主席を兼務させたという憶測もある。しかし，

周小川には全国政協副主席のポストは本来定年を前提に用意されたものとみるべきだろう。

�２７ 発改委と人民銀行の対立については，佐々木（２０１２a）を参照せよ。

�２８ たとえば，第１８回党大会報告は，「公有制経済の強化と発展は不変」としており，国有

企業や政府の役割が非公有制企業や市場よりも優先される記述になっている（胡２０１２）。

なお，国有企業の重要性については，加藤・渡邉・大橋（２０１３）を参照せよ。

�２９ 温のファミリー利権については，たとえば New York Times, 26 Oct. 2012を参照。

�３０ 習を含む第１８期常務委員７人に共通する特徴として，「豊富な末端での活動経験」が指

摘されている（稼�２０１２，６）。

�３１ これについては，佐々木（２００８，２４―２５）を参照せよ。

�３２ しかし，これは党内にのみ通じるロジックで，社会的に正当性を有しているわけではな

い。

�３３ 習を除く常務委員６人のうち，『人民日報』上で「中国の夢」に言及したことが最後に

報じられたのは，李克強で（２０１３年４月２０日付）全人代第１回会議閉幕から１カ月を要し

た。

�３４ たとえば，社会保障改革では，胡政権は枠組みをつくったが，実行がともなっていない

ことが指摘されている（第６章）。

�３５ たとえば，曾，周永康，張高麗は，その経歴から石油業界を代表しているとみられる。

�３６ 筆者は，第１７回党大会終了後の分析で，利益誘導型政治の到来を指摘している（佐々木

２００８）。

�３７ 房寧「『協商民主』は中国の民主政治発展の重要な形式」（人民網日本語版２０１０年１月６

日，http://j.people.com.cn/94474/6861015.html）。房寧は中国社会科学院政治学研究所所

長であり，「協商民主」を積極的に推奨する。
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